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はしがき

現在の癌免疫療法はBiologicalresponsemodi丘ers(BRM)製剤による生体防御機構

活性化療法が主体をなし,外科手術後に残存した腫瘍細胞や播種･転移癌細胞の根

絶,あるいは手術不能例に対して宿主側の免疫能の向上を目的として投与される非

特異的免疫療法剤の投与法には確立された方法がいまだに見当たらないのが現状

である｡われわれは家兎VX2実験舌癌に対して各種BRM,特にLentinan,Muramyl

dipeptide(MDP)による抗腫瘍効果について検討を行ってきた｡今回直接細胞障害性

を持たず純粋な生体防御賦活剤であり,その活性本体が明確にされているBRM製剤

であるLentinanを中心として,低用量の化学療法剤との併用療法により,非特異的免

疫療法単独では活性化されにくい免疫学的過程を補足することにより,抗腫瘍効果の

増強が得られる投与法を検討する｡
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